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24)14K金 合 金 の鋳 型温 度の違 い によ る物性 の

変化
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【目 的】14k金 合 金 は顕 著 な熱 処 理硬 化性 を

有 し,強 度 を高め る可能性 を有す るが,多 くの場
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合熱処理されずに使用 されている。 また本系合金

は硬 さを上げる粒内での規則化反応 と耐食性 を低

下させ る粒界反応の両方が生 じる。本実験ではこ

の粒界反応 を鋳造状態でいかに抑制できるかを溶

融金属の冷却速度 を変えて可能性を検討 した。

【方 法】700℃ に加熱 した鋳型 と加熱後室温

(22℃)ま で下げた鋳型にそれぞれ鋳造 した。合

金試料の形状は厚 さ1.3mm,直 径9mmと し,鋳

造の際 液体合金の冷却曲線 を求めた。鏡面研磨

後,SEM観 察 マイクロビッカース硬 さ測定,

アノー ド分極曲線測定およびXRD測 定を行い検

討 した。なお,鋳 型 を700℃ に熱 して鋳造 した も

の を700T,そ れ か ら軟化処理 を行 った もの は

700T+sol,鋳 型温度が22℃ の場合 を22Tと 略記

した。

【結 果】22Tの 冷却速度 は,通 法の場合 と比較

して約40倍 となった。sEM像 から22Tで は粒界

反応 は認め られなかった。硬 さは700T+solで 約

194,700Tで 約276で あった。22Tは その2つ の

中間の約247と なった。分極曲線について22Tは

700T+solに は及ばない ものの,700Tよ りOCP

が貴 な方 向 に シ フ トし耐食 性 は改善 され た。

XRDに ついて22Tの 回折線は700T+so1に 近似 し

ていたが,各 回折線のそれぞれの低角側 に肩が出

現 した。sEM像 で単相 に見えた22Tは,単 相で

はなくAuCuI型 規則相 の出現が示唆 され,こ

のことで硬 さが700T+solと 比較 して上昇 した と

考 えられた。

【まとめ】鋳型の温度 を室温にして液体合金の冷

却速度 を早めることで,粒 界反応 を抑制できた。

室温鋳型で作製 した試料の硬 さは,通 法で作製 し

た試料と軟化処理 した試料の中間の硬 さになった。

室温鋳型により改善 された金属組織はsEM像 で

は単相に見えたが,XRDに よりAuCu規 則相の

出現が示唆 された。
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